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五
月
八
日
、
日
本
学
術
会
議
か
ら

「
日
本
学
術
会
議
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
制
度

の
変
更
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
文
書
が
事
務
局
に
届
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
四
月
に
国
会
で

「日
本
学
術
会
議
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
が
成
立
し
、
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
日
本
学
術
会
議
会
員

の
推
薦
制
度
が
変
更
さ
れ
、
こ
の
推
薦
に
か
か
る

「登
録
学
術
研
究
団
体
」
全

、
四

人

一
団
体
＝
１４
年
度
現
在
）
制
度
も
廃
止
さ
れ
た
山
で
あ
り
ま
す
。
本
学
会
で
は
、

平
成
８
年
度
登
録
の
第
１７
期
、
平
成
１１
年
度
登
録
の
第
１８
期
、
平
成
１４
年
度
登
録
の

第
１９
期
と
、
三
期
連
続
で
同
研
究
団
体
の
一
員
と
し
て
日
本
学
術
会
議
会
員
の
推
薦

業
務
に
関
わ
っ
て
来
ま
し
た
が
、
こ
の
地
位
も
失
わ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
日
本
学
術
会
議
で
は
、
同
じ
く
四
月
に
開
い
た
結
会
に
お
い
て
、

「従
前
の
登
録
学
術
研
究
団
体
と
日
本
学
術
会
議
は
、
研
究
連
絡
委
員
会
の
活
動
等
に

お
い
て
引
き
続
き
連
携
　
協
力
す
る
こ
と
と
す
る
」
な
ど
と
し
た
決
談
を
採
択
し
ま

し
た
が
、
本
学
会
と
し
て
も
今
後
同
会
議
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
、
ま
た
ど
の
よ
う

に
参
加
の
意
義
を
見
出
し
て
行
く
べ
き
か
、
同
会
議
の
組
織
改
市
の
推
移
を
見
き
わ

め
な
が
ら
判
断
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
以
上
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（事
務
局
）

平成16年(2004)6月1日発行

編集 ・発行

書学書道史学会
事務局

東京者卜渋谷区核丘町29■5
〒1500031美 術新聞社内
TEL(03)34625251代)
FAX03)3464屯5214け

◎
第
Ⅷ
期
新
役
員
会
発
足

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
選
挙
が
、
二
月
十
五
日
～
二
月
十
五
日
を
投
票
期
間

と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
各
位
の
ご
協
力
を
深
謝
致
し
ま
す
。
選
挙
管
理
委
員
会

に
よ
る
開
票
、
当
選

‐者
決
定
を
受
け
て
、
二
月
二
十

一
日
に
開
か
れ
た
第
二
十
四
回

臨
時
理
事
会
に
お
い
て
、
以
下
の

「第
Ⅷ
期
新
役
員
会
」
が
発
足
致
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す

（６
～
７
ペ
ー
ジ
に
役
員
紹
介
掲
載
）
。
今
期
新
役
員
の
任
期
は
、

平
成
十
八
年
二
月
二
十

一
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
（○
印
＝
新
任
）

【理

事

長
】

【副
理
事
長
】

【常
任
理
事
】

【理【監【幹

興
暗
　
宏

杉
村
邦
彦

田
中
　
有

新
井
儀
平

大
橋
修

一

を三
百床
　　
並日

澤
回
雅
弘

○
杉
浦
妙
子

中
村
仲
夫

藤
木
工
次

古
谷
　
稔

事
】
河
内
利
治

鈴
木
晴
彦

辻
井
義
昭

○
富
田
　
淳

名
児
耶
明

福
田
哲
之

○
森
岡
　
隆

横
田
恭
三

事
】
浦
野
俊
則

野
中
治
俊

事
〕
○
池
田
利
広
、

○
菅
野
智
明
、

（京
都
国
立
博
物
館
館
長
）

（四
国
大
学
教
授
）
＝
国
際
局
長
＝

（大
東
文
化
大
学
教
授
）

（大
東
文
化
大
学
教
授
）

（埼
玉
大
学
教
授
）
＝
学
術
局
長
＝

（カ
リ
タ
ス
女
子
短
大
講
師
）
＝
事
務
局
長
＝

（群
馬
大
学
教
授
）
＝
会
報
編
集
委
員
長
兼
将
来
計
画
検
討

委
員
長
＝

合
一松
学
合
大
学
講
師
）
＝
会
報
編
集
委
員
長
＝

（筑
波
大
学
助
教
授
）
＝
編
集
局
長
＝

（日
本
大
学
教
授
）
＝
財
務
委
員
長
＝

（大
束
文
化
大
学
教
授
）
＝
国
内
局
長
＝

（大
束
文
化
大
学
教
授
）

（昭
和
学
院
短
大
講
師
）

（北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
教
授
）

（東
京
国
立
博
物
館
主
任
研
究
員
）

（五
島
美
術
館
学
芸
部
長
）
＝
講
演
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
長
＝

（島
根
大
学
教
授
）

（筑
波
大
学
助
教
授
）

（跡
見
学
園
女
子
大
学
助
教
授
）
＝
普
及
委
員
長
＝

（千
葉
大
学
教
授
）
＝
選
挙
管
理
委
員
長
＝

（新
鴻
大
学
教
授
）

小
川
博
章
、
○
笠
嶋
忠
幸
、
柿
木
原
く
み
、
○
宣
の
り
子
、

下
野
健
児
、
高
城
弘

一
、
○
弓
野
隆
之
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本
年
度
の
第
１５
回
書
学
書
道
史
学
会
大
会
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
大
会
は
今
年
は
、
１１
月
５
日

（金
）

か
ら
７
日

（日
）
ま
で
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
東
京
都
文

京
区
本
郷
の
東
京
大
学
法
文
２
号
館
＝
写
真
上
＝
お
よ
び

大
東
文
化
大
学
板
橋
校
舎
＝
写
真
下
＝
を
会
場
に
開
催
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

詳
細
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
発
表
者
、
各
種
案
内
等
は
次
号
会

報

（
１０
月
１
日
発
行
予
定
）

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、

現
在
ま
で
に
固
ま
っ
て
い
る

大
要
は
以
下
の
通
り
で
す
。

○
日
程

＝
１１
月
５
日

（金
）

午
後
４
時
３０
分
か
ら
第
祈

回
定
例
理
事
会
開
催

（会

場
未
定
）。

１１
月
６
日

（土
）
は
東
京

大
学
法
文
２
号
館
に
お
い

て
午
前

９
時
受
付
開
始
、

９
時
３０
分
か
ら
撮
会
、
引

き
続
き
研
究
発
表
を
順
次

行
う
。
研
究
発
表
終
了
後
、

お
本

の
水
、
水
道
橋
地
区

の
会
館
等

（会
場
未
定
）

に
て
恒
例
の
懇
親
会
を
開

催
。
午
後
８
時
終
了
予
定
。

１１
月
７
日
（日
）
は
午
前
１０
時
か
ら
、
東
京
都
板
橋
区
の
大

東
文
化
大
学
板
橋
校
舎

（中
央
様
　
多
目
的
ホ
ー
ル
）
に

お
い
て
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終

了
後
、
同
大
の
ご
厚
意
で
、
同
大
所
蔵
の
故
宇
野
雪
村
氏

の
拓
本
ヨ
レ
ク
シ
ョ
ン

（宇
野
文
庫
）
の
特
別
鑑
賞

（解

説
あ
り
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
会
場
案
内
＝

〔東
京
大
学
　
法
文
２
号
館
〕
〒
１
１
３
１

８
６
５
４
東
京
都
文
京
区
本
郷
７
１
３
１
１
　
東
京
大
学

構
内
／
交
通
＝
地
下
鉄
丸
の
内
線

「本
郷
三
丁
目
駅
」
下

車
徒
歩
抑
分
、
地
下
鉄
南
北
線

「東
大
前
駅
」
下
車
徒
歩

１
分
／
Ｊ
Ｒ

「
お
茶
の
水
駅
」
「上
野
駅
」
「御
徒
町
駅
」

か
ら
学
バ
ス
の
便
あ
り

（構
内
バ
ス
停
利
用
）
。

〔大
東
文
化
大
学
　
板
橋
校
舎
〕
部
便
１
７
５
１
８
５
７

１
東
京
都
板
橋
区
高
島
平

１
１

９
１
１
／
交
通

＝
東

武
東
上
線

「東
武
練
馬
駅
」

下
革
従
歩
刻
分

（
ス
ク
ー

ル
バ

ス
利

用
可

７
分
）
、

都
営
三
回
線

「
西
台
駅
」

下
軍
徒
歩
１０
分

○
備
考

＝
今
年
の
大
会
ご
参

加
の
方
々
の
宿
泊
に
関
し

ま
し
て
は
、
ホ
テ
ル
事
情

の
い
い
東
京
で
の
開
催
で

も
あ
り
、
事
務
局
で
は
手

配
致
し
ま
せ
ん
。
各
自
、

お
早
め
に
準
備
を
お
願

い

し
ま
す
。
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本年度 口第15回大会研究発表募集

今秋の第15回大会は、第 1回  第 2回 大会で使わせて頂いた東京大学法文 2号 館で開催の予定です。 2日 日

のシンポジウムは、大束文化大学での開催を予定。熱い識誇が戦わされることと思います。東大での開催は、

学会発足15年を迎え、初心に帰る意図も含まれています。15年という道のりを考える良い機会でもあります。

発表会場も2教 室確保しています。奮ってお申し込み下さい。

富己

1)日 時 :平成16年11月 6日 (上)午 前～午後 (今年度も日本部会 中 国部会 全 体会の分科会方式を採用す

る方針です)

2)発 表時間 :各40分関 (1/t疑応答時間10分を含む)

3)中 込方法 :適宜の形式の 「大会発表申込書Jに 標題 氏 名を明記し、800字程度のレジュメを別紙で添えて

下さい。

4)レ ジュメの形式 :発表決定の方のレジュメは、10月 1日発行の本会報第8号 に掲載する予定です。形式は

原則としてワープロで作成し、テキス ト形式でフロッピーディスクに保存して提出して頂きます (メール

可)。なお、レジュメには図版や表は掲載できません。

5)申 込締切 :平成16年7月 9日 (金)=必 着 =

6)決 定と通知 :学会常任理学会および大会運営委員会で決定し、個別にお知らせします。

※本大会発表については、稲JA委員会は学会誌 「書学普道史研究J第 15号 (平成17年秋刊)へ の論文投稿申し

込みを受理したものとして扱いますので、改めての学会誌への投稿申し込みは不要です。

※発表者の論文原稿の締切は、平成17年3月末日です。原稿は、査読委員会で採否が決定されます。学会誌揖

載についてご不明の点は、福朱委員会まで文書でお問い合わせ下さい。

※大会発表申込書とレジュメ (フロッピーディスク添付可)は 、封筒に 「発表申込 レ ジュメ在中」と明記し

て、下記宛にお送り下さい。事故をさけるため、配達記録鄭便または宅配便をご利用下さい。

(送り先〉干150‐0031 東京都渋谷区桜丘町29-35 ヴイラ桜ケ丘ビル7F

昔学寸道史学会国内局 大 会避常委員会  宛

１１
月
７
日
　
第
１５
回
大
会
記
念
シ
ン
ポ
／
鑑
賞
行
事

（於
大
東
文
化
大
学
）

‐２
月
末
日
　
学
会
議
第
１５
号
投
稿
申
込
締
切

１
月
下
旬
　
常
任
理
事
会
会
議

３
月
３‐
日
　
学
会
誌
第
１５
号
投
穏
原
稿
締
切

○
鎌
田
美
里
　
Ｓ
弱
生
　
大
束
文
化
大
院
生

○
向
田
正
美
　
Ｓ
即
生

○
宮
迫
英
嗣
　
Ｓ
５３
生
　
筑
波
大
院
生

○
村
松
義
明
　
Ｓ
弱
生
　
筑
波
大
院
生

○
大
鹿
ま
ゆ
み
　
Ｓ
弱
生
　
筑
波
大
院
生

○
福
井
淳
哉
　
Ｓ
５５
生
　
大
東
文
化
大
院
生

○
宮
内
紋

（裳
夢
）
Ｓ
師
生
　
大
束
文
化
大
院
生

○
杉
本
恵
理
　
Ｓ
５５
生
　
大
束
文
化
大
院
生

○
中
村
健
太
郎
　
Ｓ
Ｍ
生
　
大
東
文
化
大
院
生

○
川
上
大
隆
　
Ｓ
４５
生
　
大
東
文
化
大
院
生

○
深
田
邦
明
　
Ｓ
布
生
　
雨
夜
教
諭

○
藤
村
耕
平

（耕
茶
）
　

Ｓ
３‐
生
　
高
校
講
師

○
藤
根
明
美

（厚
率
）
　

Ｓ
５２
生
　
高
校
教
諭

①
白
井
亜
美
　
Ｓ
Ｍ
生
　
高
校
講
師

３

月

３‐

日

４

月

１０

日

５

月

９

日

６

月

１

日

６

月

下

旬

７
月
Ｈ
日

９
月
末
日

１０

月

１

日

１１

月

５

日

１１

月

６

日

第
招
回
臨
時
理
事
会
会
議

会
報
編
集
委
員
会
顔
合
わ
せ
会

会
報
編
集
委
員
会
会
議

会
報
第
７
号
発
行

編
集
局
　
編
集
会
議

（学
会
誌
）

国
内
局
　
大
会
運
営
委
員
会
会
議

常
任
理
事
会
会
議

学
会
誌
第
１４
号
刊
行

会
報
第
８
号
発
行

第
拓
回
定
例
理
事
会
会
議

第
１５
回
大
会

（於
東
京
大
学
）
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上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書

『周
易
』
の
書
風

福
田
　
哲
之

上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
は
、
上
海
博
物
館
が

一
九
九
四
年
に
肴
港
の
文
物
市

場
か
ら
購
入
し
た

一
二
〇
〇
枚
余
り
の
戦
国
楚
簡
の
総
称
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
盗
掘

さ
れ
て
市
場
に
流
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
湖
北
省
か
ら
の
出
土
と
伝
え
ら
れ
、
炭
素

測
定
な
ど
に
よ
り
、
書
写
年
代
は
前
三
七
三
年
か
ら
前
二
七
八
年
の
間
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
内
容
は
儒
家
　
道
家
　
兵
家
　
雑
家
な
ど
の
著
作
八
十
種
余
り
に
お
よ
び
、

そ
の
多
く
は
後
書
で
、
中
国
古
代
の
思
想
　
歴
史
　
文
字
　
書
法
な
ど
諸
方
面
の
分

野
の
研
究
に
多
大
な
進
展
を
も
た
ら
す
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

竹
筒
の
図
版
　
釈
文
考
釈
を
収
録
し
た

「上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
」
は
、
上

海
古
籍
山
版
社
か
ら
全
六
冊
の
予
定
で
現
在
刊
行
中
で
あ
り
、
二
〇
〇

一
年
十

一
月

に

『孔
子
詩
論
』
『結
衣
』
「性
情
論
」
を
収
録
し
た
第

一
分
冊
、
二
〇
〇
二
年
十
二

月
に

『民
之
父
母
』
『子
業
』
『魯
邦
大
早
』
『従
政

（甲
篇
　
乙
篇
と

『昔
者
君
老
』

『容
成
氏
』
を
収
録
し
た
第
二
分
冊
が
刊
行
さ
れ
、
つ
い
先
日

『周
易
』
『中
弓
』
「互

先
」
「彰
祖
』
を
収
録
し
た
第
三
分
冊
が
到
着
し
た

（奥
付
は
二
〇
〇
三
年
十
二
月
）。

以
下
、
第
三
分
冊
所
収
の

「周
易
」
を
中
心
に
、
書
法
面
で
気
づ
い
た
こ
と
を
書
き

留
め
て
お
き
た
い
。

第

一
分
冊
所
収

『性
情
諭
」
（濃
茅
左
氏
担
当
）
の

「説
明
」
に
は
、
「性
情
講
』

と

「周
易
』
『王
先
」
と
を
同
筆
と
す
る
見
解
が
み
え
る
。
『豆
先
』
は
道
家
文
献
で

あ
る
こ
と
が
第

一
分
冊
の
陳
筆
君
氏
の

「序
」
に
記
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
に
従

え
ば
同

一
人
物
が
儒
家
文
献
と
道
家
文
献
と
を
書
写
し
た
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

し
か
し
、
今
回

『性
情
論
』
と
第
三
分
冊
に
収
録
さ
れ
た

『周
易
』
『亙
先
』
と
を
比

較
し
た
と
こ
ろ
、
三
篇
は
い
ず
れ
も
別
筆
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

「周
易
』
は
、
比
較
的
弾
力
が
あ
っ
て
曲
線
的
な
筆
画
を
も
つ
書
風

（第
Ｉ
種
）
と
、

細
く
硬
質
で
直
線
的
な
筆
画
を
も
つ
書
風

（第
■
種
）
と
の
二
種
類
の
竹
簡
か
ら
な

り
、
明
ら
か
に
二
人
の
書
写
者
に
よ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

「性

情
識
』
は
細
身
の
筆
画
と
い
う
点
で
第
工
種
に
近
い
が
、
横
画
の
収
筆
を
右
下
に
旋

回
す
る
顕
著
な
特
徴
が
あ
り
、
第
Ｈ
種
と
は
異
な
る
。
ま
た

『互
先
』
は
全
体
的
に

湾
出
し
た
横
画
を
も
つ
点
で
逆
に
第
Ｉ
種
に
近
い
が
、
起
筆
を
強
く
当
て
る
運
筆
に

特
徴
が
あ
り
、
や
は
り
第
Ｉ
種
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

や周
易
」
の
二
種
の
書
風
と
竹
簡
番
号
と
の
対
応
は
以
下
の
通
り
で
あ
り
、　
一
筒
中

に
二
つ
の
書
風
が
混
在
す
る
例
は
認
め
ら
れ
な
い
。

第
Ｉ
種

〈十
三
筒
〉

一　
五
　
人
　
三
十
～
二
十
七
　
三
十
七
　
四
十
九

第
回
種

〈
四
十
五
筒
〉
二
　
三
　
四
　
六
　
七
　
九
～
十
九
　
二
十
人
～
三
十

六
　
三
十
人
～
四
十
八
　
五
十
～
五
十
人

上
博
楚
竹
書
の
全
容
の
公
表
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
た
め
、
全
体
的
な
分
析
は

今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
が
、
現
在
ま
で
に
公
表
さ
れ
た
十
三
篇
に
限
っ
て
も
、
極

め
て
多
様
な
書
風
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
上
博
楚
竹
書
の
よ
う
な

思
想
文
献
の
場
合
、
基
主
の
周
辺
で
作
成
さ
れ
た
遣
策
や
卜
笠
祭
薦
記
録
な
ど
と
は

異
な
り
、
原
著
が
成
立
し
た
地
域
や
そ
の
後
の
流
伝
の
状
況
な
ど
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
り
、
お
そ
ら
く
書
風
の
多
様
性
に
も
そ
う
し
た
事
情
が
反
映
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
楚
墓
出
土
簡
憤
文
字
を
単
純
に

「楚
系
文
字
」
と
み
る
従
来

の
理
解
は
、
そ
ろ
そ
ろ
再
考
の
時
期
に
き
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
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●
　
池
田
　
利
広

（
い
け
だ
　
と
し
ひ
ろ
）

Ｏ

「
九
成
官
避
泉
銘
の
字
形
と
書
法
」

②

「鋲
書
作
品
の
今
と
昔
」

０
　
大
橋
　
修

一

（お
お
は
じ
　
じ

ゅ
う

い
ち
／
号
初
通
、
昭

和
２５
年
生
、
学
会
常
任
理
事
、
埼
玉
大
学
教
授
）

①

「素
材
か
ら
見
た
書
道
史
」

②

「碑
、
法
帖
入
門
」

③

「江
戸
時
代

の
書
―
長
時
貿
易
を
通
し
て
―
」

●
　
小
川
　
博
章

（お
が
わ
　
ひ
ろ
あ
き
／
昭
和
祈
年
生
、
学

会
幹
事
、
淑
徳
大
学
草
任
講
師
）

①

「画
像
石
に
つ
い
て
」

②

「継
体
書
に
つ
い
て
」

●
　
柿
木
原
　
く
み

（か
き

の
き
は
ら
　
く
み
／
号
紫
鈴
、
昭

和

２６
年
生
、
学
会
幹
事
、
相
模
女
子
大
学
専
任
講
師
〉

①

「
熊
野
に
お
け
る
山
田
無
山
と
伊
勢

の
鋲
刻
家
た
ち
」

②

「
１１１
田
寒
山
を
め
ぐ
る
文
人
達
」

●
　
笠
喝

　
忠
幸

〈
か
さ
し
ま
　
た
だ
ゆ
き
／
昭
和

４‐
年
生
、

学
会
幹
事
、
は
光
美
術
館
学
芸
員
）

①

「
古
代
　
中
世
の
給
巻
と
詞
書
に
つ
い
て
」

②

「
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期

の
書
授
史
、
書
遣
史
」

③

「江
戸
時
代
唐
様
の
諸
相

（畳
跡
と
茶
道
関
係
を
含
む
こ

④

「
宮
岡
鉄
斎
の
作
品
」

⑤

「
貫
名
松
翁
の
作
品
」

０
　
自
　
の
り
子

（か
や
　
の
り
こ
／
昭
和

３７
年
生
、
学
会
幹

事
、
大
阪
教
育
大
学
教
授
）

①

ズ
書
の
美
し
さ
〉
を
考
え
る
」

②

「書
に
み
る
近
代
的
芸
術
観
」

③

「
書
か
れ
た
和
歌
が
話
る
も
の
」

●
　
河
内
　
利
治

（か
わ
ち
　
と
し
は
る
／
号
君
平
、
昭
和

３３

年
生
、
学
会
理
事
、
大
束
文
化
大
学
教
授
）

①

「
日
本
、
中
国
、
台
湾

の
書
法
芸
術
お
ょ
び
書
遣
教
育

の

比
較
」

②

「中
国
書
法
美
学
範
疇
論
」

「
黄
道
間
の
書
法
芸
術
」

「
中
国
の
思
想
と
哲
学
」

「
中
国
文
学
と
書
法
」

O④ ⑤

●
　
菅
野
　
習
明

（か
ん
の
　
ち
あ
き
／
昭
和

４０
年
生
、
学
会

幹
事
、
筑
波
大
学
専
任
講
師
）

①

「
近
代
の
碑
学
」

②

「書

の
出
版
」

①

「書

の
論
争
史
」

●
　
興
膳
　
宏

（
こ
う
せ
ん
　
ひ
ろ
し
／
昭
和

１１
年
生
、
学
会

理
事
長
、
京
都
日
立
博
物
齢
館
長
）

Ｏ

「
二
議
之
と
そ
の
時
代
」

②

「書
講
の
展
開
」

●
　
澤
日
　
雅
弘

（さ
わ
だ
　
ま
さ
ひ
ろ
／
昭
和
２９
年
生
、
学

会
常
任
理
事
、
群
馬
大
学
教
授
）

①

「何
紹
基
、
趨
之
講
と
そ
の
周
辺
」

②

「代
筆
と
棋
倣
の
社
会
」

③

「飲
豊
信
仰
」

④

「
は
た
し
て
筆
法
な
の
か
」

●
　
下
野
　
健
児

（し
も

の
　
け
ん
じ
／
昭
和

３‐
年
生
、
学
会

幹
事
、
花
園
大
学
助
教
授
）

①

「近
代
日
本
に
お
け
る
中
国
書
憤

の
収
蔵
」

②

「
日
本
現
存

の
宋
元
法
書
」

③

「慈
雲
の
生
涯
と
書
法
」

●
　
杉
清
　
妙
子

（す
ぎ
う
ら
　
た
え
こ
／
号
彗
桂
、
昭
和

２５

年
生
、
学
会
常
任
理
事
、
二
松
学
舎
大
学
講
師
）

①

「
平
安
期
に
お
け
る
仮
名
古
筆
に
つ
い
て
」

②

「
日
本

の
言
論
に
つ
い
て
」

③

「
古
典
文
学
の
中
に
表
現
さ
れ
る
書

の
表
記
に
つ
い
て
」

●
　
杉
村

　
邦
彦

（す
ぎ
む
ら
　
く

に
ひ
こ
／
ｍ
和

１４
年
生
、

学
会
副
理
事
長
、
四
国
大
学
教
授
）

①

「
中
国
の
書
人
の
人
間
像
と
そ
の
書
芸
術

（ェ
義
之
、
顔

東
卿
、
孫
報
、
米
市
、
許
友
、
碍
山
等
と

②

「
近
代
日
中
書
法
交
流
史

（楊
守
散
、
張
廉
卿
、
羅
振
五

ら
と
日
本
人
の
交
流
な
ど
こ

③

「
日
本
近
代

の
書
人

（内
藤
湖
稿
、
長
尾
雨
山
、
日
下
部

鳴
緯
、
松
田
雪
村
、
巌
谷

一
六
等
ご

●
　
鈴
木
　
晴
彦

（す
ず
き
　
は
る
ひ
こ
／
号
貞
粛
、
昭
和

２９

年
生
、
学
会
理
事
、
昭
和
学
院
短
大
講
師
）

①

「
日
本
古
代
碑

の
世
界
」

②

「
日
本
金
石
学
研
究
に
つ
い
て
」

①

「
江
戸
書
道
薄
」

●
　
一員
城
　
弘

一

（た
か
し
ろ
　
こ
う

い
ち
／
号
竹
包
、
昭
和

３９
年
生
、
学
会
幹
事
、
大
東
文
化
大
学
助
教
授
）

①

ヨ
香
紙
切
』

の
謎
」

②

「
料
紙
に
つ
い
て
」

③

「
工
朝
か
な
古
筆
に
つ
い
て
」

④

ヨ
小
島
切
」
に
つ
い
て
」

⑤

「古
筆
学

へ
の
招
待

（古
筆
学
入
門
と

●
　
鶴
日

　

一
雄

（
つ
る
た
　
か
す
お
／
号
巡
一，
、
昭
和
２７
年

生
、
学
会
理
事
、
新
海
大
学
教
授
）

①

「
中
国
新
は
上
の
書
」

②

「春
秋
　
戦
国
時
代
の
文
字
資
料
」

●
　
中
村
　
伸
夫

（な
か
む
ら
　
の
ぶ
お
／
昭
和

３０
年
生
、
学

会
常
任
理
事
、
筑
波
大
学
助
教
授
）

①

「戦
国
文
字
の
書
法
Ｉ
Ａ
郭
店
猶
簡
Ｖ
を
例
と
し
て
―
」

②

「清
末
民
国
初
期

の
中
国
書
法
に
つ
い
て
」

③

「
２０
世
紀
の
中
国
書
法
―
激
動
の
中
の
伝
統
芸
術
―
」

０
　
名
児
耶
　
明

〈を
ご
や
　
あ
き
ら
／
昭
和
２４
年
生
、
学
会

理
事
、
五
島
美
術
館
学
芸
部
長
）

①

「遣
豊
か
ら
見
る
仮
名
文
字
の
変
遷
」

②

「定
家
様

（定
家
流
書
風
）
の
成
立
の
意
味
」

０

「
御
子
左
家
と
伝
西
行
筆
古
筆
」

●
　
野
中
　
浩
俊

（
の
な
か
　
ひ
ろ
と
し
／
号
吟
宮
、
昭
和

１６

年
生
、
学
会
監
事
、
新
潟
大
学
教
授
）

Ｏ

「
文
人

言
岡
鉄
斎
―
書
を
中
心
と
し
て
―
」

②

「
書
の
安
好
―
書
を
楽
し
む
に
は
―
」

０

「
書
と
書
の
周
辺
―
鋒
賞

の
方
法
　
親
し
み
方
―
」

●
　
福
田
　
哲
之

（
ふ
く
だ
　
て
つ
ゆ
き
／
昭
和
３４
年
生
、
学

会
理
事
、
島
根
大
学
教
授
）

Ｏ

「出
上
文
字
資
料
と
中
国
書
道
史
」

②

「
習
書
が
語
る
書

の
歴
史
」

③

「
古
代
字
体

の
変
遅
」

●
　
森
岡
　
隆

（も
り
お
か
　
た
か
し
／
昭
和
３０
年
生
、

理
事
、
筑
波
大
学
助
教
授
）

①

「
仮
名

の
字
形
と
表
記
法
に
見
る
唐
書
肌
の
受
容
」

②

「
仮
名

の
発
達
及
び
手
科
歌

の
変
遷
」

③

「古
筆
復
元
の
試
み
」

●
　
横
田
　
恭
三

（よ
こ
た
　
き

ょ
う
ぞ
う
／
号
開
雲
、

２９
年
生
、
学
会
理
事
、
跡
見
学
囲
女
子
大
学
助
教
授
）

①

「
職
国
従
術
文
字
の
変
遇
」

②

「
日
中
交
流
史
―
水
野
疎
梅

の
場
合
―
」

学昭

和
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〔理
事
長
〕

興
薦
一　
宏

（京
都
日
立
博
物
館
館
長
）

パ
リ
で
在
学
研
究
し
た
貴
公
子
に
し
て
、
何
事

に
も

「性
善
説
」
を
貫

く
中
国
学

の
権
威
。

フ
ラ
ン
ス
話
ま

で
も
操
り
、
人
情
味
豊
か
な
柔
軟

さ
を
兼
備
す
る
。

〔副
理
事
長
〕

杉
村
一　
邦
彦

（四
国
大
学
教
授
）

＝
国
際
局
長

＝

い
つ
も
海
外
旅
行
並

の
大
荷
物
を
持

っ
て
移
動
す
る
。
中
身
は
書
斎
具

一
式
。
行
動
力
と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
は
だ
れ
も
が
シ

ャ
ッ
ポ
を
脱
ぐ
。

「書
論
」
編
集
主
幹
。

日
中
　
有

（大
束
文
化
大
学
教
授
）

マ
イ
ク
を
持

つ
と
、
独
り
浸
オ

の
オ
気
を
発
部
し

て
、
緊
張

の
場
を

一

隣

に
和
ら
げ
る
貴
重
な
存
在
。
専
円

の
中
国
簡
憤

の
話
な
ら
、　
一
昼
夜

で
も
Ｏ
Ｋ
。

〔常
任
理
事
〕

新
井
一
儀
平

（大
東
文
化
大
学
教
授
）

学
生

の
自
己
紹
介
欄

の

「趣
味
は
書
」
に
も
、
「書
は
そ
ん
な
も

の
で
は

な

い
」
と
諭
し
て
安
協
が
な

い
。
書
斎
は
整
然
。
本

の
並
び
に
寸
分

の

乱
れ
も
な

い
と
か
。

大
橋
　
修

一

（埼
玉
大
学
教
授
）

―
学
術
局
長

＝

エ
ピ

ソ
ー
ド
に
は
事
欠
か
な

い
自
由
人
。
出
先
不
明
は
毎
度

の
こ
と
で
、

周
囲
は
日
を
揃
え

て
令
室

の
徳
を
た
た
え
る
。
趣
味
は
広
く
同
好
と

の

議
義
を
よ
ろ
こ
ぷ
。

萱
原
　
一
自

（カ
リ
タ
ス
女
子
短
大
講
師
）

――
事
務
局
長

＝

慶
大

の
院
生

の
頃
か
ら
美
術
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
に
手
を
栄
め
、
書
道

の

社
会
的
使
命
達
成

に
身
を
投
じ
る
。
経
済
人
と

い
う
よ
り
文
化
人

の
気

質

に
溢
れ
る
。

澤
田
　
雅
弘

（群
馬
大
学
教
授
）

――
会
報
編
集
委
員
長
兼
将
来
計
画
検
討
委
員

長

＝

四
十
歳
ま

で
三
時
間
睡
眠
を
貫

い
た
多
読
家
。
学
問
に
対
す
る

「
深
課

遠
慮
」
を
感
じ
さ
せ
る
人
。
最
近
は
大
学
人
と
し

て
地
域
社
会

へ
の
責

献
を
考
え
て
い
る
。

杉
浦
一　
妙
子

（二
松
学
会
大
学
講
師
）

＝
会
報
編
集
委
員
長

――

あ
る
筋

の
双
子
タ
レ
ン
ト
と
親
戚
に
あ
た
る
と

い
う
。
持
ち
前

の
気
力
、

体
力
、
日
力

？
　
が
爆
裂
す
る
、
お
姉
さ
ま
。
酒
宴

の
前
日
に
は
十
分

な
睡
眠
を
！

中
村
一　
伸
夫

（筑
波
大
学
助
教
授
）

＝
編
集
局
長

＝

白
他
共
に
認
め
る
大

の
野
球
好
き
で
、
日
　
米
を
分
か
た
ず
放
送
を
見

逃
さ
な

い
。
自
身

は
小
　
中
　
高
と
内
野
手
。
中
国
政
府
給
費

の
書
法

留
学
生
第
１
号
。

醸
木
　
正
次

（日
本
大
学
教
授
）

＝
財
務
委
員
長

――

財
務
に
め

っ
ぼ
う
強
く
、
面
倒
見

の
良
さ
も
天
下

一
品
。
日
本
書
道
史

研
究
、
仮
名
作
家
と
し

て
の
ほ
か
、
硯

の
研
究
家
と
し

て
も
著
名
。
自

宅

の
棚
に
は
名
硯
が
ズ
ラ
リ
？

古
谷
　
稔

（大
束
文
化
大
学
教
授
）

――
国
内
局
長
兼
Ｍ
大
会
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
実

行
委
員
長

＝

酒
を
好
む
美
声

の
持
ち
主
。
カ
ラ
オ
ケ
は
ジ

ャ
ン
ル
を
選
ば
な

い
と
か
。

古
筆
を
め
ぐ

っ
て
は
、

Ｋ
先
生

の
議
敵

で
、
幾
回
に
も
及
ぶ
誌
上
議
争

は
有
名
。

〔理
事
〕

河
内
　
利
泊

（大
東
文
化
大
学
教
授
）
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万(7)

詩
　
書
　
画
　
印
　
学
問
　
教
育
…
…
三
絶

で
は
飽
き
足
ら
ず

（？
）
、

五
絶
六
絶
を
視
野
に
入
れ
て
活
躍
す
る
平
成

の
文
人
。
そ
れ
に
、
と
び

き
り
の
中
国
通
。

鈴
木
　
晴
彦

（昭
和
学
院
短
大
講
師
）

も
と
は
日
本
儒
学
専
攻
。
新
式
機
械

に
目
が
な

い
が
、

ワ
ー
プ

ロ
機
能

に
執
若
し
、
Ｐ
Ｃ
に
遅
れ
を
と

っ
た

の
が
唯

一
の
例
外
。
忌
憚
な
く
意

見
す
る
人
情
派
。

辻
井
　
義
昭

（北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
教
授
）

初
対
面
は
北
海

の
虎
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
し
か
し
、
性
格
は

い
た

っ
て

温
厚
。
か

つ
て
、

コ
ン
ド
ン
大
学
に
客
員
講
師
と
し
て
渡
英
。
書
作
家

と
し
て
も
活
躍
。

鶴
田

　

一
雄

（新
潟
大
学
教
授
）

突
顔
を
絶
や
さ
ず
、

マ
イ

ペ
ー
ス
な
人
と
思

い
き
や
、
用
意
周
到
さ
も

兼
備
す
る
。
最
近
、
研
究

の
領
域
を
広
げ
、
学
内

「
敦
糧
プ

ロ
ジ

エ
ク

ト
」
に
も
参
加
。

富
田
　
淳

（東
京
国
立
障
物
館
主
任
研
究
員
）

人
柄
は
温
厚

で
誠
実
。
物
言

い
も
謙
虚

で
優
し
く
丁
寧
。
た
だ
し
、
東

一原
国
立
博
物
館
サ

ッ
カ
ー
チ
ー
ム

「
ル
ー
バ
ー
ズ
」

で
は
、

フ
オ
ワ
ー

ド
を

つ
と
め
る
。

名
児
耶
　
明

（五
鳥
美
術
館
学
芸
部
長
）

＝
講
演
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
長

Ｈ

野
球
チ
ー
ム

「
ミ

ュ
ー
ゼ
ー
ズ
」
を
率

い
、
自
ら
も
セ
カ
ン
ド
を
守

る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

「
日
曜
美
術
館
」

で
は
お
馴
染

み
で
、
数
少
な

い
古
筆
学
研

究
者

の

一
人
。

福
田
　
哲
之

（島
根
大
学
教
授
）

真
面
目
と
絃
密
を
極
め
、
授
業
は
九
十
分
を
厳
守
す
る
。
楚
文

の
研
究

会

に
古
文
字
研
究

の
立
場

で
参
画
す
る
貴
重
な
存
在
。
王
国
維

の
学
風

の
信
奉
者
と
か
。

森
岡
　
隆

（筑
波
大
学
助
教
授
）

日
課

の
新
聞
精
読
は
プ

ロ
の
城
。
繊
細
な
感
覚
と
折
り
目

の
正
し

い
物

腰
、
ダ

ン
デ
イ
ー
さ
を
支
え
る
の
は
内
助

の
功
。
果
に
乗
る
と
関
西
弁

が
噴
出
す
る
。

横
田
　
恭
三

（跡
見
学
園
女
子
大
学
助
教
授
）

＝
普
及
委
員
長

＝

車

で
聴
く

の
は
中
国
語
、
家

で
は
無
農
薬
某
園
。
何
事
も
堅
実
な
計
画

派
。
漢
字
仮
名

の
他
、
調
和
体
は
自
作
詩

の
マ
ル
チ
だ
が
、
時

に
物
す

る
達
磨
絵
は
不
評
。

〔監
事
〕

浦
野
　
俊
則

（千
葉
大
学
教
授
）

＝
選
挙
管
理
委
員
長

＝

精
密
　
正
確

　
ク
ー
ル
。
斯
界
第

一
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
歴
は
三
十
年
。

時

に
は
デ
ジ
タ
ル
ビ

デ
オ
で
孫

の
姿
を
追

い
も
す
る
が
、
体
型
は
二
十

歳
代
を
保
持
。

野
中
　
浩
俊

（新
潟
大
学
教
授
）

繊
細
か

つ
大
胆

で
、

ウ
イ

ッ
ト
に
宮
む
。
日
本
海

の
波

の
音
が
届
く
書

斎
に
は
、
来
客
が
絶
え
ず
、
意
岡
鉄
斎
を
著
務
さ
せ
る
そ
の
書
簡
に
は
、

フ
ァ
ン
が
多

い
。

〔幹
事
〕

池
田
　
利
広

（大
阪
教
育
大
学
助
教
授
）

小
川
一　
博
章

（淑
徳
大
学
専
任
講
師
）

笠
嶋
　
忠
幸

（出
光
美
術
館
学
芸
員
）

柿
木
原
く
み

（相
棋
女
子
大
学
専
任
講
師
）

首
三
　
の
り
子

（大
阪
教
育
大
学
教
授
）

首
野
　
智
明

（筑
波
大
学
専
任
講
師
）

下
野
　
健
児

（花
国
大
学
助
教
授
）

高
城
　
弘

一

（大
束
文
化
大
学
助
教
授
）

弓
野
　
隆
之

（大
阪
市
立
美
術
館
主
任
学
芸
員
）
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書
道
作
品

の
結
合
図
録

　

板
倉
聖
哲

西
洋
美
術
史
と
比
べ
る
と
、
東
洋
美
術
史

は
学
的
基
盤
の
整
備
が
必
要
な
と
こ
ろ
に
気

が
付
か
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
カ
タ
ロ
グ
　
レ

ゾ
ネ
。
真
贋
の
狭
間
に
対
す
る
感
党
が
異
な

る
こ
と
も
あ

っ
て
、
そ
う
し
た
発
想
は
な
か

な
か
根
付
か
な
い
。
し
か
し
、
世
界
中
に
如

何
な
る
中
国
書
画
が
あ
る
か
、
そ
の
概
要
は

最
近
の
書
物
の
刊
行
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
よ

う
に
な

っ
た
。
「中
国
市
代
書
画
図
目
』
（２

０
ｏ
ｌ
年
刊
行
終
了
）
は
大
陛
に
所
蔵
さ
れ

る
主
な
収
蔵
品
が
モ
ノ
ク
ロ
凶
版
で
確
認
で

き
る
。
絵
画
に
関
し
て
は
そ
れ
以
外
の
地
域

を
カ
ヴ
ァ
ー
す
る

『中
国
絵
画
総
合
図
録
』

（２
０
０
１
年
続
編
先
結
）
が
あ
る
が
、
そ

れ
に
対
応
す
る
書
道
作
品
の
総
合
図
録
が
未

だ
な
い
。
各
所
蔵
館
の
蔵
品
図
録
の
出
版
が

相
次
い
で
お
り
、
そ
れ
ら
を
取
り
ま
と
め
る

ハ
ヴ
役
の
登
場
が
待
た
れ
る
。

伝
世
拓
本

の
整
理

　

　

　

占］口
田
　
淳

今
奉
、
再
調
査
の
好
機
に
恵
ま
れ
た
温
泉

銘
は
、
ベ
リ
オ
が
発
見
し
た
当
初
の
模
様
を

想
起
さ
せ
る
痛
々
し
さ
を
残
し
な
が
ら
も
、

名
に
し
負
う
精
拓
で
あ
る
と
の
思
い
を
強
く

し
ま
し
た
。
実
は
こ
れ
ま
で
、
旧
拓
は
必
ず

し
も
精
拓
な
ら
ず
、
と
の
印
象
が
拭
え
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
永
年
に
わ
た
る
過
酷
な
環

境
な
ど
を
差
し
引
け
ば
、
字
日
の
鋭
さ

一
つ

取
り
上
げ
て
も
、
実
に
凄
ま
じ
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
現
存
す
る
庸
拓
や
宋
拓
と
の
伝

承
に
、
歯
が
ゆ
さ
が
あ
る
も
の
事
実
。
よ
り

正
碓
な
採
拓
年
代
を
特
定
す
る
に
は
、
拓
調

や
碑
面
の
よ
り
詳
細
か
つ
体
系
的
な
整
理
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
先
行
業
績
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
少
し
ず

つ
歩
を
進
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

文
人

と
文

人
書

画

　

　

　

部

麗
芸

一
月
十
日
か
ら
三
月
七
日
ま
で
、
ズ
没
後

八
十
年
）
最
後
の
文
人
　
鉄
斎
―
常
士
出
か

ら
廷
来
山

へ
―
」
展
が
出
光
美
術
館
で
開
催

さ
れ
た
。
こ
れ
を
通
し
て
、
伝
統
文
人
が
求

め
た
詩
書
画

「
三
絶
」
の
理
想
境
地
の
素
晴

ら
し
さ
を
改
め
て
実
感
し
得
た
の
み
な
ら

ず
、
文
人
の
理
想
境
地
が
ど
の
よ
う
な
現
実

的
意
味
を
持

つ
か
に
つ
い
て
も
、
新
た
に
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。
し
た
が

っ
て
、
古
米
中
日

文
人

の
共
通
点
と
相
違
点
な
ど
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
大
き
な
課
題
と
な
ろ
う
か
と
思

つヽ
。六

朝
墓
語
の
デ
ジ
タ
ル
化

　

東
　
賢
司

近
年
相
次

い
で
発
見
さ
れ
る
長
江
中
流
域

出
上
の
筒
順
資
料
の
影
に
隠
れ
て
い
る
が
、

石
刻
に
お
い
て
も
新
発
兄
資
料
が
か
な
り
多

く
な

っ
て
い
る
。
現
在
、
魏
甘
南
北
朝
時
代

の
基
誌
を
整
理
し
て
い
る
が
、
合
計

一
千
件

を
超
え
、
新
出
上
資
料
は
そ
の
三
割
ほ
ど
を

占
め
て
い
る
。
≡」
れ
を
整
理
す
る
に
当
た
り
、

全
デ
ー
タ
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
考
え
、
出
土
報

告
書
　
出
土
物
　
出
土
状
況
　
釈
文
な
ど
、

で
き
る
限
り
の
情
報
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込

ん
で
い
る
。
電
脳
に
関
す
る
自
分
の
知
識
不

足
を
嘆
き
な
が
ら
、
今
日
も
作
業
は
続

い
て

い
る
。

学
会

に
期
待
す

る

こ
と

　

下
野
提
児

今
秋
、
台
北
で
府
代
の
キ
書
を
テ
ー
マ
と

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
る
。
こ
こ
数

年
、
台
湾
で
は

「自
叙
附
」
を
め
ぐ
る
論
争

が
活
発
で
あ
る
よ
う
だ
。
手
元
に
も
、
「白

叙
帖
」
論
争
に
関
わ
る
書
物
、
論
文
が
届
い

て
い
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
様
々
な
意

見
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、　
一
つ
の
作

品
を
取
り
上
げ
て
論
争
が
盛
り
上
が
る
と
い

う
現
象
は
、
う
ら
や
ま
し
い
限
り
で
あ
る
。

若
名
な
作
品
で
あ

っ
て
も
、
未
解
決
の
問
題

が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
現
状
を
考
え
る
時

（
こ
れ
は
作
品
研
究
だ
け
に
は
限
ら
な

い

が
）
、
我
々
の
学
会
で
も
、
こ
の
よ
う
な
論

争
が
ま
き
お
こ
る
機
迅
が
必
要
で
は
な
い
だ

ろ
つヽ
か
。

寒
山
新
聞
資
料
と
正
平
展

　

神
野
雄
二

出
出
家
で
か
つ
て
複
写
さ
せ
て
頂

い
た
山

田
寒
山
関
係
の
明
治
　
大
正
期
の
新
聞
資
料

を
読
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
い
ず
れ
翻
刻
刊

行
し
た

い
が
、
そ
れ
だ
け
の
価
値
は
あ
る
。

新
開
記
事
や
雑
誌
等
の
遂
次
刊
行
物
は
発
行

肖
時
の
時
事
情
報
を
得
る
に
最
適
で
あ
る
。

当
時
の
文
化
事
情
、
芸
週
の
風
流
が
窺
え
果

味
が
尽
き
な
い
。
こ
れ
を
読
む
に
寒
山
は
多

芸
多
才
、
い
か
に
も
轍
逸
と
の
言
葉
が
あ
て

は
ま
る
文
人
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
別
に
、

本
年
、
東
京
学
芸
大
学
硯
心
会
主
催
の
山
田

正
平
展
、
並
び
に
察
刻
美
術
館
主
催
の
山
田

正
平
展
が
開
催
さ
れ
る
と
開
く
。
正
Ｖ
の
芸

術
が
世
に
喧
伝
さ
れ
る
こ
と
は
真
に
う
れ
し

い
。

鳴
鶴
展

　

　

　

　

　

　

　

岡
村

浩

明
治
四
十
年
代
に
建

っ
た
素
封
家
の
純
和

風
迎
賓
館
を
会
場
と
し
て
、
「近
代
書
の
源

流
日
下
部
鳴
鶴
展
」
を
開
催
し
た
。
そ
も
そ

も
掛
蜘
や
用
額
　
屏
風
を
営
吸
空
間
に
お
い

て
鑑
貸
す
る
こ
と
が
余
程
柿
な
こ
と
に
な

っ

た
今
日
、
さ
さ
や
か
な
地
方
の
企
画
な
が
ら
、

日
本
文
化
の
原
点
に
こ
だ
わ
り
を
も

っ
て
の

三
日
間
だ

っ
た
。
し

っ
と
り
と
心
落
ち
つ
く

居
室
、
緑
の
し
た
た
る
庭
園
、
本
造
の
香
り

寺
々
　
　
。
床
の
間
の
御
軸
を
み
て
い
る
と
、

生
活
の
中
に
い
き
る
書
と
は
、
と
い
う
大
命

題
を
考
え
る
ひ
と
つ
の
手
懸
り
が
、
こ
こ
に

確
実
に
あ
る
と

い
え
る
。
昨
年
梧
竹
展
を
や

っ
た
の
で
あ
と
は

一
六
な
の
だ
が
、
地
味
過

ぎ
ま
し
ょ
う
か
。

圃
会
員
動
静

〇
金
子
卓
義

（会
員
）
＝
第
四
十
五
回
毎
日

芸
術
賞
受
賞

〇
新
井
儀
平

（理
事
）
＝
第
六
十
回
日
本
芸

術
院
賞
　
恩
賜
賞
受
賞

Ｏ
柿
木
原
く
み

（幹
事
）
＝
相
模
女
子
大
学

専
任
講
師
新
任

①
高
木
厚
人

（会
員
）
＝
大
東
文
化
大
学
教

授
昇
任

〇
河
内
利
治

（理
事
）
＝
大
束
文
化
大
学
教

授
昇
任

○
河
野
隆

（会
員
）
＝
大
束
文
化
大
学
助
教

授
昇
任

○
福
田
哲
之

（理
事
）
＝
島
根
大
学
教
授
昇

任
Ｏ
萱
の
り
子

（幹
事
）
＝
大
阪
教
育
大
学
教

授
昇
任

◆
さ
し
た
る
深
慮
も
な
い
ま
ま
、
会
報
編
集

委
員
長
な
る
大
役
を
仰
せ
つ
か

っ
て
し
ま

っ

た
。
案
の
定
最
初
か
ら
ミ
ス
ば
か
り
で
、
澤

口
委
員
長
に
オ
ン
ブ
に
ダ
ッ
コ
。
こ
の
体
重

で
は
、
細
い
氏
を
骨
折
さ
せ
て
し
ま
わ
な
い

う
ち
仕
事
を
党
え
ね
ば
。
幹
事
の
皆
さ
ん
が

仕
事
を
熟
知
さ
れ
て
い
る
の
で
救
わ
れ
る
。

新
し
い
会
報
の
あ
り
方

へ
の
思
い
、
今
後
の

展
望
な
る
も
の
も
少
し
は
あ
る
が
、
そ
の
前

に
ま
ず
は
わ
が
身
の
反
省
か
ら
。
　

　

（杉
）

◆
今
期
よ
り
会
報
編
条
は
、
会
報
編
集
委
員

会
の
職
掌
と
な
り
、
委
員
長
二
名
の
変
則
体

制
で
再
ス
タ
ー
ト
。
創
刊
以
来
指
揮
さ
れ
た

鈴
木
副
事
務
局
長
の
功
を
称
え
た
い
。
ま
た

編
集
委
員
に
は
、
幹
事
の
小
川
　
柿
木
原

高
城
の
三
氏
に
再
任
願
い
、
新
任
の
幹
事
笠

嶋
氏
に
も
加
勢

い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
た
。

友
笙
会
員
に
感
謝
し
た
い
。
　
　
　
　
　
（鳳
）
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